
2026（令和８）年度　学校推薦型選抜入学試験問題

基礎教養テスト
（時間 ６０分）

【１】　試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
【２】�　受験票及び机上の受験番号シールに印刷された受験番号及び氏名が間違っていれば、速や

かに監督者に知らせなさい。
【３】　この問題冊子は、本文が 32 ページあります。
【３】�　問題冊子の印刷が不鮮明であったり、ページが落丁・乱丁していたり、解答用紙に汚れ等

があったりする場合には、手を挙げて監督者に知らせなさい。
【４】　机上には受験票・筆記用具及び時計等監督者から指示された物以外は置いてはいけません。
【５】　監督者の指示があるまで退室はできません。
【６】�　解答用紙の解答科目欄の「基礎教養テスト」にマークしなさい。マークされていなかったり、

複数の科目にマークされていたりする場合は、採点できないことがあります。
【７】　解答用紙については、特に次の点に留意しなさい。
【３】①　マークには必ず黒鉛筆（HB）を使用しなさい。
【３】②　�解答は、解答用紙の解答欄にマークしなさい。例えば、 ウ と表示のある問いに対

して3と解答する場合は、次の（例）のように解答欄ウの3にマークしなさい。

（例） 解　　　　答　　　　欄

ウ 0　1　2　3　4　5　6　7　8　9

【３】③　折り曲げたり、汚したりしてはいけません。
【３】④�　解答用紙には、答案に関係のない語句・記号を書いたり、落書きをしたりしてはいけ

ません。（問題冊子には書き込んでもよい。）
【３】⑤　誤ってマークした場合は、消しゴムできれいに消して書き直しなさい。
【８】　試験終了後、問題冊子は持ち帰りなさい。

受 験 上 の 注 意 事 項
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第1問

A	　次の【ａ】～【ｅ】で、下線部のカタカナを漢字に改めたときに正しいものを、
それぞれ1～4の中から1つずつ選べ。解答欄は【ａ】は ア 、【ｂ】は

イ 、【ｃ】は ウ 、【ｄ】は エ 、【ｅ】は オ

【ａ】　私は「あっちゃん」というアイショウで呼ばれている。

1　相性　　　2　哀傷　　　3　愛称　　　4　会唱

【ｂ】　ソガイ感にさいなまれる。

1　阻害　　　2　素概　　　3　祖該　　　4　疎外

【ｃ】　シコウ的に導入して効果を検証する。

1　至高　　　2　施工　　　3　試行　　　4　志向

【ｄ】　組織を管理する権限をイジョウする。

1　委譲　　　2　異状　　　3　移乗　　　4　居城

【ｅ】　タイセキ作用で新たな地層が形成される。

1　堆積　　　2　対積　　　3　体積　　　4　滞積
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B	　次の【ａ】・【ｂ】の各群の中で、反対語の組み合わせとして正しくないもの﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏を、
それぞれ1～4の中から1つずつ選べ。

解答欄は、【ａ】は カ 、【ｂ】は キ

【ａ】

1　委細　―　概略

2　陥没　―　隆起

3　偶然　―　絶対

4　拡大　―　縮小

【ｂ】

1　促進　―　抑制

2　需要　―　供給

3　浪費　―　倹約

4　名誉　―　挽
ばん

回
かい

C	　次の【ａ】～【ｃ】の□に正しい漢字を入れて、それぞれの四字熟語を完成さ
せよ。漢字はそれぞれ1～4の中から1つずつ選べ。

解答欄は、【ａ】は ク 、【ｂ】は ケ 、【ｃ】は コ

【ａ】　□方美人

1　四　　　　2　六　　　 　3　八　　　　　4　十

【ｂ】　不撓
とう

不□

1　立　　　　2　屈　　 　　3　問　　　　　4　克

【ｃ】　傍若□人

1　無　　　　2　不　　　 　3　武　　　　　4　部
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D	　次の【ａ】～【ｄ】の下線部に最も近い用法のものを、それぞれ1～4の中
から１つずつ選べ。

解答欄は、【ａ】は サ 、【ｂ】は シ 、【ｃ】は ス 、【ｄ】は セ

【ａ】　明日こそは早く起きようと思った。

1　君、早く列に並ぶように。

2　どうかお大事になさいますよう。

3　彼のような人になりたい。

4　この一週間の振り返りをしようかな。

【ｂ】　私は広島県で就職先を探したいと考えている。

1　たくさんの子どもたちが遊んでいる。

2　今度は私の家でパーティーをしよう。

3　彼の家はこの一帯でも有名な豪邸である。

4　私が頼んだのはパフェであなたが頼んだのはプリンだ。

【ｃ】　もうすぐ立冬なので暦の上では冬になる。

1　朝からそんなに騒ぐなといわれた。

2　大きなキノコが採れてうれしい。

3　これこそがここで暮らすための知恵なのだ。

4　そんな話があったなんてびっくりだ。

【ｄ】　手紙は机の上に置いてある。

1　寒いのに犬はいつも元気だ。

2　静かに待つようにと指示を受けた。

3　いかにも大学教員らしい見た目をしている。

4　今、大学の教室内にいます。
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E	　次の【ａ】・【ｂ】の空欄に入る最も適切な故事成語を、それぞれ1～8の
中から１つずつ選べ。解答欄は、【ａ】は ソ 、【ｂ】は タ

【ａ】　知人はチェスの世界大会に出場し、（　　　）で次々に勝利を重ねていった。

【ｂ】�　私たちの草野球チームは急ごしらえで統率も取れておらず、ただ集まった

だけの（　　　）にすぎない。

1　井の中の蛙
かわず

	 2　断腸の思い	 3　烏
う

合
ごう

の衆

4　竹馬の友	 5　破竹の勢い	 6　会稽の恥

7　出藍の誉れ	 8　刎
ふん

頸
けい

の交わり

F	　次の【ａ】・【ｂ】の意味を表す言葉として最も適切なものを、それぞれ1～
6の中から１つずつ選べ。解答欄は、【ａ】は チ 、【ｂ】は ツ

【ａ】　巨視的であること。物事を全体的な大きい視点でとらえること。

【ｂ】　小説や脚本などの筋。

1　プロット	 2　マクロ	 3　ロゴス 

4　アナロジー	 5　ダイナミズム	 6　エスプリ
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G	　次の1～8の中で、誤り（誤字や誤用、誤表記等）を含むものを３﹏つ﹏選べ。
ただし、解答の順序は問わない。解答欄は、 テ ～ ナ

1　仮にずっと努力してきたので目標を達成できるだろう。

2　今年の新入社員には目端が利く人が多い。

3　ずっと立ち続けていたので足が棒になった。

4　大きな水槽の中でたくさんの金魚が泳いでいる。

5　レシピにはバター 20g弱と書いてあるので 22g入れた。

6　誠意をもってお客様に対応して信頼関係をきづいていこう。

7　お食事をご用意しましたのでどうぞ召し上がってください。

8　旧知の友を助けるためにも私が一肌脱ごう。
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第2問

A	　次の会話文を完成させるために、空欄 ア 〜 オ に入れる最も適切な

ものを、それぞれ1〜4の中から1つずつ選べ。解答欄は、問1は ア 、

問2は イ 、問3は ウ 、問4は エ 、問5は オ

問1　A:	 What time should we meet tomorrow? 

B:	 ア

A:	 Fine.  I’ll see you at the station then.

1　I like the afternoon.

2　Tomorrow is Sunday.

3　How about one o’clock?

4　The station is nearby.

問2　A:	 Do you understand this math problem?

B:	 イ

A:	 OK, let me explain it again.

1　Yes, math is difficult for me.

2　I don’t think it’s a problem.

3　Yes, I like math.

4　No, I don’t understand it.
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問3　A:	 Was your English test OK?

B:	 ウ

A:	 Good job!  You studied very hard.

1　The test was yesterday.

2　I’m confident I did well.

3　English tests are important.

4　I couldn’t finish in time.

問4　A:	 A new supermarket opened near my house yesterday.

B:	 That sounds convenient!  How is it?

A:	 エ

1　It’s too far away.

2　I haven’t been there yet.

3　It’s due to open soon.

4　The convenience store is too expensive.

問5　A:	 Are you going to join the soccer club?

B:	 オ

A:	 That’s wonderful!  Practice starts at 4 p.m.

B:	 I’m looking forward to it.

1　Yes, I think I will.

2　Yes, but I don’t want to practice.

3　I’m not sure.

4　The club practices a lot.
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B	　次の各日本語文に対応する英文にするため、それぞれ次の1〜4の語を適切
な空所に入れた際、 カ 〜 ク に入る最も適切なものを選べ。ただし、文

頭にくる語も小文字にしてある。

解答欄は、問1は カ 、問2は キ 、問3は ク

問1�　あなたの助けがなかったらプロジェクトを成功させることはできなかっ

た。

I couldn’t           on the project without          .

1　have	 2　help	 3　succeeded	 4　your

問2　あそこで多くの生徒に囲まれているのは私の担任の先生だ。

The person           many students over there    　    　 

homeroom teacher.

1　by 	 2　is	 3　my	 4　surrounded

問3　今日できることを明日に先延ばしにしないで。

     put off      tomorrow      you can      today.

1　do	 2　don’t 	 3　until	 4　what

カ

キ

ク
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C	　次の英文を読んで、後の問いに答えよ。

We were finally ready to begin our bicycle ride ケ  the Shimanami 

Kaido*, and the weather was going to be great; sunny and cool.  For several 

years, Tom and I had talked about making a round-trip ride between 

Onomichi and Imabari, but we could never find a weekend when the weather 

was good, and we both had time off from work.

We started from Onomichi at 9:30 a.m.  Riding at about fifteen 

kilometers an hour, we planned, with a stop for lunch, to get to the hot-

spring resort in Imabari about seven hours later.  The riding was easy in the 

morning, but difficult in the afternoon because of a strong headwind*.  🄧On 

the bridges, we had to take care because they were so crowded with other 

cyclists, and even a few people walking.  We arrived at the hot spring 🄨on 

schedule, had a relaxing hot bath, and ate a delicious seafood meal.  We went 

to bed early so that we could get an early start for the ride back to Onomichi, 

the next day.

When we woke the next morning, we found that the weather forecast 

had been wrong.  It was stormy, with thunder, lightning, and strong winds.  

🄩Nevertheless, we decided to put on our raincoats and set out.  It コ  

nine hours of cycling in the rain before we finally got back to our car.  We 

were exhausted and wet, but it had been a thrilling ride.

（注）*Shimanami Kaido － しまなみ海道（尾道市と今
いま

治
ばり

市の間の島々を橋で結んだ道路）

      *headwind – 向かい風
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問1�　空欄 ケ ・ コ に入る最も適切な語を、それぞれ1〜4の中から

1つずつ選べ。解答欄は、 ケ ・ コ

ケ 　1　along	 2　by	 3　in	 4　off

コ 　1　had	 2　let	 3　made	 4　took

問2�　下線部🄧に最も意味が近いものはどれか、次の1〜4の中から1つ選べ。

解答欄は、 サ

1�　橋がとても混んでいたので、他のサイクリストや歩行者を優先しなけれ

ばならなかった。

2�　他のサイクリストや歩行者もいて橋がとても混雑していたので、注意し

なければならなかった。

3�　サイクリストと一緒に歩いている人にも注意して運転したので、橋の上

はとても混乱していた。

4�　サイクリストや多くの歩行者で大変賑わっていたので、気を付けて橋を

渡った。

問3�　下線部🄨の onと同じ意味・用法で使われているものを、次の1〜4の

中から1つ選べ。解答欄は、 シ

1　Your keys are on the table. 

2　I went to the supermarket on foot.

3　The light in his room was on all night. 

4　The meeting will start on time.
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問4�　下線部🄩の Neverthelessと意味が最も近いものを、次の1〜4の中か

ら1つ選べ。解答欄は、 ス

1　However

2　Moreover

3　Somehow

4　Therefore

問5�　英文の内容と一致しているものはどれか、次の1〜6の中から2﹏つ﹏選べ。
ただし、解答の順序は問わない。解答欄は、 セ ・ ソ

1�　トムと筆者は何年も前からしまなみ海道のサイクリングを計画していた

が、都合がなかなか合わなかった。

2　往路は午前中向かい風で走るのが困難だったが、午後は楽になった。

3　昼休憩を含めて約7時間かけて、今治の温泉地に到着した。

4　今治に到着した日の晩と翌朝に温泉を楽しんだ。

5�　翌朝は天気予報通り天候が悪化したが、それでも順調に尾道まで戻るこ

とができた。

6　復路は悪天候の中を走り疲れ果てたので、行ったことを後悔した。
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第 ３ 問　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

　 か な り 大 き く な る ま で 、 「 う れ し い 」 と い う 言 葉 を な か な か 口 に す る こ と

が で き な か っ た 。 今 に な っ て み れ ば 、 あ の 時 は 充 分 に う れ し か っ た 、 あ の 時

も う れ し い と 言 っ て よ か っ た の だ 、 な ど と 思 う の だ が 、 そ れ が ど う し て も 言

い 難 い の だ っ た 。

　 別 に 、 よ ろ こ び の 表 明 を 惜 し ん で い た わ け で は な い し 、 う れ し が ら せ て く

れ た 人 に 、 そ う と 知 ら れ た く な か っ た わ け で も な い 。 ど の 程 度 の 、 ど の よ う

な 心 の 状 態 に な っ た と き に う れ し い と 言 え ば い い の か 、 そ の 判 断 に ま よ っ て

い る う ち に つ い 言 い そ び れ て し ま う 。 そ れ だ け の こ と だ っ た 。

　 こ れ く ら い で は ま だ う れ し い と 言 っ て は い け な い の か も し れ な い 。 こ の 程

度 だ っ た ら 、 も っ と 別 の 言 い 方 に な る の で は な い か 。 愚
ぐ ず ぐ ず

図 々 々 し て い る う ち

に 時 は 行 き 、 相 手 は 別 の 行 動 に 移 り 、 自 分 だ け 取 り 残 さ れ 、 可
か

愛
わ い

げ の な い 子

と 思 わ れ て ば つ の 悪 い 思 い も す る 。 そ ん な こ と を ず い 分 繰 り 返 し て い た 。

　 こ の 齢
と し

に な る と 、 も う 自 分 に 対 し て も 他 人 に 対 し て も 相 当 に 厚 顔 し く （ 注 １ ）

な っ て い て 、 時 に は 、 う れ し く な く は な い け れ ど も 、 う れ し い と い う に は 少 々

寸 足 ら ず （ 注 ２ ） の 時 で も 、 あ え て 「 う れ し い ！ 」 と 言 っ て 自 他 を 演 出 す る

術
す べ

に も 通 じ 、 ま た そ れ を 正 当 化 す る だ け の 悪 知 恵 も つ い て い る 。

　 ろ く に う れ し い と も 言 え な か っ た 者 が 、 一 体 い つ か ら こ ん な こ と に な っ た

の か 。 変 化 の 時 は 、 む ろ ん は っ き り と は 分
わ か

ら な い 。 そ れ に 、 う れ し い と い う

言 葉 に 関 し て は 、 今 言 っ た よ う な 経 緯 が あ っ た け れ ど も 、 他 の 言 葉 に つ い て

も す べ て 同 様 で あ っ た か と 言 う と 、 そ ん な こ と は な く て 結 構 自 然 に 、 ま た 杜
ず

撰
さ ん

に も 使 っ て い た と 思 う 。

　 た だ 、 う れ し い ほ ど で は な か っ た が 、 か な し い 、 た の し い 、 に く ら し い 、

と い っ た 種 類 の 言 葉 に つ い て は 、 や は り 言 い よ ど む （ 注 ３ ） こ と が 多 か っ た 。

理 由 は う れ し い の 場 合 と 同 じ で 、 別 の 種 類 の 言 葉 よ り も 、 使 い 始 め た 時 期 は

ず っ と 遅 れ て い る 。

　 ま た 、 う れ し い 、 か な し い を 、 更 に 分 け て 振 り 返 っ て み る と 、 自 分 な り に

口 に し よ う と か 、 作 文 や 手 紙 の 中 に 使 お う と 覚 悟 し た の は 、 う れ し い 系 統 よ
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り も か な し い 系 統 の ほ う が 早 か っ た 。 鈍 感 な 女 の 子 と も 、 素 直 で な い 子 と も

思 わ れ た ら し い が 、 口 に 出 せ な い 心 の う ち は か く の 次 第 で あ っ た 。

　 事 や 物 を 言 い 表 す の に 、 何 々 は 何 々 で あ る 、 と い う か た ち と 、 何 々 は 何 々

で は な い 、 と い う 二 つ の か た ち が あ る だ ろ う 。

　 ず っ と 後 に な っ て の 考 え で あ る が 、 こ の 二 つ の か た ち 自 体 に 優 劣 を つ け る

必 要 は な い け れ ど も 、 前 者 よ り も 後 者 の ほ う が 表 現 が 楽 だ と 思 う こ と は 何 度

か あ っ た 。 し か し ま た 事 柄 に よ っ て は 、 安 直 で も 卑
ひ

怯
き ょ う
で も な く て 、 後 者 の か

た ち し か と れ な い 表 現 の 場 合 も あ る と い う こ と に も 気 が つ い た 。

　 か な り 大 き く な る ま で の 、 う れ し い 系 統 と か な し い 系 統 の 言 葉 遣 い の こ と

を 、 自 分 の 傾 向 を 知 る た め に 、 私 は 時 折 、 こ の 表 現 の か た ち に 結 び つ け て 考

え て み る こ と が あ る 。 う れ し い 系 統 は 前 者 に 、 か な し い 系 統 は 後 者 に 属 す る

と い う の は ご く 大 雑 把 な 見 方 に 過 ぎ な い が 、 今 の 自 分 は 、 で き る だ け 前 者 の

か た ち を 心 が け た い と 思 っ て い る 。

　 後 者 の 誘 い も な お 新 鮮 で あ る 。 し か し た と え ば 、「 う れ し い 」 は 「 か な し い 」

を 含 ん で 矛 盾 せ ず 「 か な し い 」 に ま で 及 ぶ の に 、 「 か な し い 」 に 「 う れ し い 」

は 入 ら な い 。 こ う い う こ と が 、 私 に は だ ん だ ん 見
み

過
す ご

せ な く な っ て 来 た 。

（ 竹
た け

西
に し

寛
ひ ろ

子
こ

「 喜 怒 哀 楽 」 に よ る ）

注 １　 厚 顔 し く … 厚 か ま し い こ と 。

注 ２　 寸 足 ら ず … 程 度 が 足 り な い こ と 。

注 ３　 言 い よ ど む … た め ら っ て す ら す ら と 言 葉 が 出 な い こ と 。
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問 １�　 本 文 の 「 う れ し い 」 に つ い て の 記 述 と し て 、 最 も 適 切 な も の は ど れ か 。

次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ア

1 �　 私 は か な り 大 き く な る ま で 「 う れ し い 」 と い う 言 葉 を な か な か 口 に

す る こ と が で き な か っ た が 、 そ れ は 自 分 が 可 愛 げ の な い 子 で あ っ た か

ら だ と 大 人 に な っ て 気 が つ い た 。

2 �　 今 と な っ て は 「 う れ し い 」 と 言 っ て よ か っ た の だ と 思 う よ う に な っ

た が 、 昔 は こ の 程 度 で は 言 っ て は い け な い な ど と 考 え て い る う ち に 取

り 残 さ れ て 、 そ の ま ま 時 が 過 ぎ て し ま っ て い た 。

3 �　 私 は 言 葉 の 使 い 方 に つ い て 日 頃 か ら 深 く 考 え る 癖 が あ り 、 「 う れ し

い 」 に 限 ら ず ど ん な 言 葉 に 対 し て も 自 分 の 気 持 ち を 一 番 表 す 言 葉 か ど

う か 考 え て し ま う の で 、 使 う の に 躊
ち ゅ う ち ょ
躇 し て し ま う 。

4 �　 齢 を と っ た た め 自 分 に 対 し て 厚 顔 し く な っ て 、 よ う や く 全 く う れ し

く も な い の に 、 演 技 で 「 う れ し い ！ 」 と 言 え る よ う に ま で な っ た こ と

に 恥 か し さ を 感 じ て い る 。

5 �　 齢 を と っ た か ら か 、 他 人 が 「 う れ し い 」 と か 「 か な し い 」 な ど の 言

葉 を 使 っ て い る の を 聞 く と 様 々 な 気 づ き が あ り 、 そ れ ら に 驚 き を 感 じ

た り 、 見 過 ご せ な い 思 い を し た り し て い る 。
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問 ２�　 傍 線 部 「 私 は 時 折 、 こ の 表 現 の か た ち に 結 び つ け て 考 え て み る こ と が

あ る 」 に つ い て 、 筆 者 が 結 び つ け て い る も の を 文 章 中 の 表 現 を 用 い て

表 に し て み た 。 空 欄 Ａ ～ Ｆ に 入 る 言 葉 の 最 も 適 切 な 組 み 合 わ せ を 次 の

1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は イ

表 現 の か た ち 考 え

前 者 何 々 は 何 々 （ Ａ ）
（ Ｂ ） 系 統

口 に し た り 、 作 文 で 使 っ た り す る の が （ Ｃ ）

後 者 何 々 は 何 々 （ Ｄ ）
（ Ｅ ） 系 統

口 に し た り 、 作 文 で 使 っ た り す る の が （ Ｆ ）

1　 前 者 ― Ａ　 で あ る　　 Ｂ　 た の し い　　 Ｃ　 遅 か っ た　

後 者 ― Ｄ　 で は な い　 Ｅ　 に く ら し い　 Ｆ　 早 か っ た　

2　 前 者 ― Ａ　 で は な い　 Ｂ　 た の し い　　 Ｃ　 早 か っ た　

後 者 ― Ｄ　 で あ る　　 Ｅ　 に く ら し い　 Ｆ　 遅 か っ た　

3　 前 者 ― Ａ　 で あ る　　 Ｂ　 う れ し い　　 Ｃ　 遅 か っ た　

後 者 ― Ｄ　 で は な い　 Ｅ　 か な し い　　 Ｆ　 早 か っ た　

4　 前 者 ― Ａ　 で は な い　 Ｂ　 う れ し い　　 Ｃ　 早 か っ た　

後 者 ― Ｄ　 で あ る　　 Ｅ　 か な し い　　 Ｆ　 遅 か っ た　
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第 ４ 問　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

　 自 然 科 学 は 、 自 然 の 本 態 と 、 そ の 中 に あ る 法 則 と を 探 求 す る 学 問 で あ る 。

　 し か し そ の 本 態 と か 、 法 則 と か い う も の は 、 あ く ま で も 科 学 の 眼
め

を 通 じ て

み た 本 態 で あ り 、 ま た 法 則 で あ る 。 そ れ で 科 学 の Ｘ は 、 自 然 と 人 間 と

の 協 同 作 品 で あ る 。

　 も し 自 然 界 に 、 人 間 を は な れ て 、 Ｘ と い う も の が 、 隠 さ れ て い る も

の な ら ば 、 そ れ を 発 掘 す れ ば 、 そ れ で お し ま い で あ る 。 も ち ろ ん 宝 は た く さ

ん 隠 さ れ て い る の で 、 一 ぺ ん で お し ま い 、 と い う こ と は な い 。 し か し 数 多 く

の 宝 の 中 か ら 、 一 つ ず つ 見 つ け て い け ば 、 手 の 中 に 握 っ た Ｘ が 、 だ ん

だ ん ふ え て い き 、 未 知 の 分 が 、 そ れ だ け 少
す く な
く な る 。 も し こ う い う も の な ら ば 、

科 学 は い つ か は 、 宇 宙 の Ｘ を 全 部 見 つ け 出 し て し ま う で あ ろ う 。

　 し か し 科 学 の Ｘ が 、 自 然 と 人 間 と の 協 同 作 品 で あ る な ら ば 、 科 学 は

永 久 に 進 化 し 、 変 貌 し て い く も の で あ る 。 こ の い ず れ の 見 方 を す る か は 、 趣

味 の 問 題 で あ る 。 「 い つ か は 」 と い っ て も 、 「 永 久 に 」 と い っ て も 、 内 容 は 同

じ こ と で あ る 。

　 自 然 と 人 間 と の 協 同 作 品 と い っ た が 、 こ の 場 合 の 人 間 と い う の は 、 科 学 的

思 考 力 の こ と で あ る 。 も っ と 普 通 な い い 方 を す れ ば 、 現 在 （ 注 １ ） の 科 学 の

眼 を 通 じ て 自 然 を 見 て 、 す な わ ち 現 在 の 科 学 の 方 法 に よ っ て 、 自 然 界 か ら 認

識 を 抽 出 し て 、 そ れ を 科 学 の 対 象 と し て い る の で あ る 。

　 こ の 場 合 に 使 わ れ る 方 法 の 基 本 的 な も の は 、 分 析 と 綜
そ う

合
ご う

、 因 果 律 的 思 考 、

測 定 、 恒 存 （ 注 ２ ） の 概 念 な ど で あ る 。 こ う い う 方 法 に よ っ て 、 自 然 界 か ら

認 識 を 抽 出 す る 場 合 に 、 土 台 と し て い る も の は 、 Ｙ の 原 則 で あ る 。 同

じ こ と を く り 返 せ ば 、 同 じ 結 果 が 出 る と い う 前 提 の も と で 、 真 偽 を 区 別 し て

い る 。 ち が っ た 結 果 が 出 れ ば 、 そ れ を 誤 り と す る の で あ る 。

　 も っ と も 、 同 じ こ と を く り 返 せ ば 、 同 じ 結 果 に な る の は 当 然 と も い え る が 、

問 題 は 、 同 じ こ と を く り 返 す こ と が 、 実 際 に は 不 可 能 で あ る と い う 点 に あ る 。

ど ん な に 条 件 を 一 定 に し て も 、 少 く も 時 は ち が っ て い る 。 し か し 現 象 を 時 の

流 れ と し て 見 る の は 、 歴 史 的 な 見 方 で あ る 。 時 の 流 れ と は 無 関 係 に 、 法 則 が
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あ る と し て 、 そ れ を 探 す の が 、 科 学 で あ る 。

　 幸 い に し て 自 然 界 に は 、 Ｙ の 原 則 が 、 近 似 的 に 成 立 す る 現 象 が 多

い の で 、 そ う い う 現 象 が 、 科 学 の 対 象 と し て 、 取 り 上 げ ら れ て い る 。 そ の

Ｙ の 原 則 が 近 似 的 に あ て は ま る 現 象 と い う の は 、 ど う い う 現 象 か と い

え ば 、 そ の 一 つ の 特 質 は 、 「 安 定 」 な 性 質 で あ る 。 安 定 と い う の は 、 広 い 意

味 に 使 っ て い る の で 、 偏
フ ラ ク チ ュ エ ー シ ョ ン

差 （ 注 ３ ） の 影 響 が 小 さ い と い う 意 味 で あ る 。

　 自 然 界 に あ る も の に も 現 象 に も 、 必 ず 極 微 の 偏 差 が 伴 っ て い る 。 そ の 一 例

と し て 、 結 晶 の 性 質 を 考 え て み よ う 。 結 晶 は 、 原 子 が 格 子 を つ く っ て 、 規 則

正 し い 配 列 を し て い る も の で あ る 。 Ｘ 線 の 干 渉 を 使 え ば 、 そ の 格 子 の 形 や 大

き さ は 、 く わ し く 調 べ る こ と が で き る 。 そ し て 塩 の 結 晶 な ら ば 、 塩 素 原 子 と

ナ ト リ ウ ム 原 子 と が 、 立 方 体 の 格 子 の 角 々 に 、 交 互 に 配 置 さ れ て い る こ と が

分
わ か

っ て い る 。 し か し こ の 配 列 は 、 理 想 的 に 完 全 な も の で は あ り 得 な い 。 も し

理 想 的 に 完 全 な 配 列 を し て い れ ば 、 こ の 結 晶 は 、 ど ん な 力 を 加 え て も 、 こ わ

す こ と が で き な い は ず で あ る 。 あ る 原 子 配 列 面 で こ わ れ る の と 、 全 く 同 じ 理

由 で 、 他 の 原 子 配 列 面 で も こ わ れ な け れ ば な ら な い 。 そ れ で
Ａ
理 想 的 に 完 全

な 結 晶 を 引 っ 張 る と 、 あ る 限 界 ま で は も っ て い る が 、 そ の 限 界 を 越 し た 瞬 間

に 、 原 子 の 大 き さ の 程 度 に 、 粉 々 に な っ て し ま わ な け れ ば な ら な い 。 し か し

実 際 に は 、 最 も 完 全 と 思 わ れ る 結 晶 で も 、 ど こ か で こ わ れ る の で あ っ て 、 そ

こ に 極 微 の 弱 点 が あ っ た の で あ る 。 こ う い う 極 微 の 弱 点 は 、 近 代 の 物 性 論 で

は 、 転 位 ま た は 結 晶 欠 陥 と 呼 ば れ て い る が 、 そ う い う 欠 陥 の あ る も の が 、 「 完

全 な 結 晶 」 で あ っ て 、 そ れ も な い も の は 、 頭 の 中 で 考 え た 結 晶 で あ る 。

　 普 通 の 歪
ひ ず

み 程 度 で は 、 こ の 弱 点 は あ ま り 効 い て こ な い の で 、 す な わ ち 偏 差

の 影 響 が 小 さ い の で 、 前 の 定 義 で い え ば 、 安 定 な 現 象 で あ る 。 し か し こ の 結

晶 が こ わ れ る と き は 、 極 微 の 弱 点 の と こ ろ か ら 、 こ わ れ 始 め る 。 そ し て い っ

た ん こ わ れ 始 め る と 、 そ こ が ま す ま す 弱 く な っ て 、 破 壊 が 進 行 す る 。 そ れ で

破 壊 の 現 象 で は 、 極 微 の 弱 点 が 重 要 な 要 素 と し て 、 現 象 を 支 配 す る 。 前 の 定

義 で い え ば 、 不 安 定 な 現 象 で あ る 。

　 こ う い う 不 安 定 な 現 象 は 、 現 在 の 科 学 で は 、 そ の 本 質 上 、 取 り 扱 い か ね る

現 象 で あ る 。 結 晶 で さ え そ う で あ る か ら 、 普 通 の 物 質 で は 、 な お さ ら の こ と
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で あ る 。 で き る だ け 均 質 な 物 質 の 棒 を つ く っ て 、 そ れ を 曲 げ る 場 合 、 ど こ が

折 れ る か と い う こ と は 、 現 在 の 科 学 で は 、 ま だ 予 言 が で き な い 。 大 気 中 の 渦

な ど も 、 不 安 定 な 現 象 で あ る 。 そ れ で 、 「 火 星 へ 行 け る 時 代 に な っ て も 、 テ

レ ビ 塔 の 天 辺 か ら 落 ち る 一 枚 の 紙 の 行 方 を 予 言 す る こ と は で き な い 」 の で あ

る 。 こ の 点 に 、
Ｂ
科 学 の 強 力 さ と 、 そ の 限 界 と が あ る 。

　 Ｙ の 原 則 が 、 近 似 的 に 適 用 さ れ る 場 合 で も 、 科 学 の 基 本 的 な 方 法 を

用 い 得 る 範 囲 は 、 現 象 に よ っ て 、 み な 異
こ と な
る 。 た と え ば 、 生 命 現 象 の 研 究 で は 、

生 命 力 が 営 む 物 理 化 学 的 現 象 は 、 分 析 と 綜 合 の 方 法 が 、 比 較 的 広 い 範 囲 に 適

用 さ れ る の で 、 そ の 方 面 の 研 究 は 長 足 に （ 注 ４ ） 進 歩 す る 。 し か し 生 命 そ の

も の 、 あ る い は 本 能 の よ う な 問 題 は 、 な か な か 解 け な い 。 将 来 、 本 能 の こ と

が 全 部 分 る 日 が き た ら 、 そ れ は 生 物 体 内 の 物 理 化 学 的 現 象 と 本 能 と の 間 の 関

係 が 、 分 っ た と き で あ ろ う 。

　 物 の 量 を 数 で あ ら わ す 方 法 、 す な わ ち 測 定 も 、 重 要 な 基 本 的 方 法 で あ る が 、

こ の 測 定 に は 、 常 に 精 度 の 限 界 が あ る 。 自 然 の 本 性 か ら 考 え て 、 精 度 は だ い

た い 六 桁 あ る い は 七 桁 ど ま り の よ う に 思 わ れ る 。 現 在 の と こ ろ は 、 一 番 精 度

が 高 い 測 定 の 一 つ と さ れ て い る 天 体 観 測 で も 、 二 百 年 以 上 の 周 期 を も っ て い

る 彗
す い

星
せ い

と 、 永 久 に 帰 っ て 来 な い 彗 星 と の 区 別 は で き な い 。 測 定 に は 必 然 的 に

伴 う 誤 差 の 点 か ら み て も 、 科 学 の 力 に は 限 界 が あ る 。 し か し 考 え よ う に よ っ

て は 、 二 百 年 先 ま で な ら ば 、 正 確 に 分 る と い う こ と は 、 た い へ ん な こ と で あ る 。

　 科 学 で 使 わ れ て い る 基 本 的 な 方 法 は 、 問 題 の 解 答 を 受 け 入 れ る 見 方 に も あ

る 。
Ｃ
科 学 で い う 法 則 に は 、 統 計 的 の 意 味 が 常 に 含 ま れ て い る 。 原 子 の 性 質

と い っ て も 、 同 種 の 多 く の 原 子 に つ い て 、 そ の 性 質 を 平 均 し た も の を 指 し て

い る 場 合 が 、 ほ と ん ど で あ る 。 霧
き り

函
ば こ

や 原 子 乾 板 （ 注 ５ ） の 方 法 で は 、 個 々 の

粒 子 の 性 質 が 調 べ ら れ る が 、 そ れ は 飛 跡 か ら 得 ら れ る 知 識 に 限 定 さ れ て い る 。

　 こ の 見 方 の 問 題 を 忘 れ る と 、 科 学 の 力 を 過 小 評 価 し た り 、 過 大 視 し た り す

る こ と に な る 。 科 学 が い か に 進 歩 し て も 、 人 間 の 寿 命 を 予 言 す る こ と は で き

な い 、 と い う よ う な こ と が よ く い わ れ る 。 し か し 国 民 全 体 と し て み た 時 に は 、

人 間 の 寿 命 は 、 原 子 の 崩 壊 な ど よ り も 、 よ ほ ど よ く 分 っ て い る 。 人 間 の 場 合

は 、 統 計 の 中 の 個 を 問 題 に す る の で 、 そ の 寿 命 が 予 言 で き な い の で あ る 。 科
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学 の 法 則 は 、 統 計 の 中 の 個 に は 適 用 さ れ な い の が 原 則 で あ る 。

　 以 上 の よ う な 考 え 方 を し て も 、 何 も 科 学 の 力 を 過 小 評 価 す る こ と に は な ら

な い 。 三 十 年 く ら い 前 の 話 で あ る が 、 ボ ー ア （ 注 ６ ） の 原 子 構 造 論 が 、 一 応

の 完 成 を 見 、 電 磁 波 の 方 も 、 普 通 の 電 波 か ら ガ ン マ 線 ま で の 連 絡 が つ い た 時

代 の こ と で あ る 。 ラ マ ン （ 注 ７ ） が 分 子 と 光 と の 干 渉 現 象 を 発 見 し 、 コ ム プ

ト ン （ 注 ８ ） が 電 子 と 光 と の 衝 突 作 用 を 見 つ け 出 し た 。 こ れ で 電 波 の こ と も 、

物 質 の こ と も 、 物 質 と 電 波 と の 干 渉 の 問 題 も 、 全 部 片 づ い た よ う に 見 え た 。

そ の 頃 の 話 で あ る が 、 あ る 人 が チ ャ ド ウ ィ ッ ク （ 注 ９ ） に 「 こ れ で 原 子 論 方

面 の 問 題 は 、 一 応 片 づ い た よ う な も の で す ね 」 と い っ た 。 そ し た ら チ ャ ド

ウ ィ ッ ク は 「 ま だ た く さ ん す る こ と は あ る よ 。There is a lot of things to 

do. 」 と 答 え た そ う で あ る 。 そ の 後 数 年 に し て 、 チ ャ ド ウ ィ ッ ク は 中 性 子 を

発 見 し た 。 そ れ が 今 日 の 原 子 核 物 理 学 の 一 つ の 礎 石 に な っ た の で あ る 。

　 今 日 わ れ わ れ は 、 科 学 は そ の 頂 点 に 達 し た よ う に 思 い が ち で あ る 。 し か し

い つ の 時 代 で も 、 そ う い う 感 じ は し た の で あ る 。 そ の 時 に 、 自 然 の 深 さ と 、

科 学 の 限 界 と を 知 っ て い た 人 た ち が 、 つ ぎ つ ぎ と 、 新 し い 発 見 を し て 、 科 学

に 新 分 野 を 拓
ひ ら

い て き た の で あ る 。 科 学 は 、 自 然 と 人 間 と の 協 同 作 品 で あ る な

ら ば 、
Ｄ
こ れ は 永 久 に 変 貌 し つ づ け 、 か つ 進 化 し て い く べ き も の で あ ろ う 。

（ 中
な か

谷
や

宇
う

吉
き ち

郎
ろ う

『 科 学 の 方 法 』 に よ る 。 出 題 の 都 合 上 、 省 略 し た 箇 所 が あ る ）

注 １　 現 在 … こ の 文 章 が 発 表 さ れ た 一 九 五 八 年 時 点 を さ す 。

注 ２　 恒 存 … こ こ で は 、 物 質 と エ ネ ル ギ ー の 量 の 和 が 一 定 に 保 た れ る こ と 。

注 ３　 偏
フ ラ ク チ ュ エ ー シ ョ ン
差 …fluctuation は 「 変 動 」 や 「 揺 ら ぎ 」 な ど を さ す 。

注 ４　 長 足 に … 短 期 間 で 大 幅 に 。

注 ５　 霧 函 や 原 子 乾 板 … ど ち ら も 電 荷 を 帯 び た 粒 子 が 飛 ん だ 跡 を 検 出 す る 装 置 。

注 ６　 ボ ー ア … 一 八 八 五 ～ 一 九 六 二 。 デ ン マ ー ク の 物 理 学 者 。

注 ７　 ラ マ ン … 一 八 八 八 ～ 一 九 七 〇 。 イ ン ド の 物 理 学 者 。

注 ８　 コ ム プ ト ン … 一 八 九 二 ～ 一 九 六 二 。 ア メ リ カ の 物 理 学 者 。

注 ９　 チ ャ ド ウ ィ ッ ク … 一 八 九 一 ～ 一 九 七 四 。 イ ギ リ ス の 物 理 学 者 。
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問 １�　 空 欄 Ｘ ・ Ｙ に 入 る 語 句 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の

1 ～ 4 か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 空 欄 Ｘ は ア 、

空 欄 Ｙ は イ

Ｘ　 1　 真 理　　　　 2　 対 象　　　　 3　 経 験　　　　 4　 世 界

Ｙ　 1　 自 然 選 択　　 2　 再 現 可 能　　 3　 仮 説 検 証　　 4　 精 密 観 察

問 ２�　 傍 線 部 Ａ 「 理 想 的 に 完 全 な 結 晶 」 と は ど の よ う な 結 晶 か 。 最 も 適 切 な

も の を 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ウ

1 �　 極 微 の 弱 点 を も つ が 、 大 体 に お い て 規 則 正 し い 整 っ た 原 子 配 列 を も

つ 結 晶 。

2 �　 歪 み が 小 さ い た め に 偏 差 の 影 響 を 受 け て い な い 、 安 定 的 で 壊 れ に く

い 結 晶 。

3 �　 完 全 に 規 則 的 な 原 子 配 列 を も ち 全 く 欠 陥 の な い 、 現 実 に 存 在 し な い

結 晶 。

4 �　 Ｘ 線 の 干 渉 に よ っ て 、 格 子 の 形 や 大 き さ を 詳 し く 把 握 す る こ と が で

き る 結 晶 。

5 �　 極 微 の 弱 点 が 重 要 な 要 素 に な っ て 次 々 と 破 壊 が 進 行 す る 、 不 安 定 な

結 晶 。
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問 ３�　 傍 線 部 Ｂ 「 科 学 の 強 力 さ と 、 そ の 限 界 」 と あ る が 、 こ の 説 明 と し て 最

も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 エ

1 �　 火 星 に 行 く と い う 壮 大 な こ と も 科 学 の 力 で 実 現 可 能 だ が 、 そ れ は 高

所 か ら の 紙 の 落 ち 方 を 調 べ る よ う な 地 道 な 研 究 の 積 み 重 ね が な け れ ば

で き な い と い う こ と 。

2 �　 高 い 技 術 を 必 要 と す る こ と で も 安 定 な 現 象 に も と づ く も の な ら 達 成

で き る 可 能 性 が あ る が 、 不 安 定 な 現 象 で は 卑 近 な 事 象 も 説 明 で き な い

と い う こ と 。

3 �　 技 術 開 発 に よ っ て 火 星 へ の 到 達 は で き る 可 能 性 が あ る が 、 予 言 は 科

学 の 主 要 な 目 的 で な い た め テ レ ビ 塔 か ら 落 ち る 紙 の 行 方 は 予 言 で き な

い と い う こ と 。

4 �　 ど こ を と っ て も 均 質 な 棒 を 作 る よ う な 高 度 な こ と は 現 在 の 技 術 で 可

能 だ が 、 そ れ が 折 れ る 仕 組 み は 現 在 の 科 学 技 術 で も 解 明 さ れ て い な い

と い う こ と 。

5 �　 科 学 者 の 関 心 が 宇 宙 開 発 に 向 い て い る た め 宇 宙 で の 技 術 開 発 は 急 速

に 進 む 可 能 性 が あ る が 、 逆 に 地 球 上 の 身 近 な 現 象 の 研 究 は 進 ま な い と

い う こ と 。
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問 ４�　 傍 線 部 Ｃ 「 科 学 で い う 法 則 に は 、 統 計 的 の 意 味 が 常 に 含 ま れ て い る 」

に つ い て 説 明 し た も の と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら

一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 オ

1 �　 科 学 の 法 則 は 科 学 の 進 歩 に よ っ て 次 々 に 作 ら れ る が あ く ま で 計 算 に

よ る 机 上 の 理 論 で あ る た め 、 日 常 的 な 現 象 を 説 明 す る こ と は で き な い

と い う こ と 。

2 �　 科 学 の 法 則 は 数 学 的 な 処 理 に も と づ い た も の で あ る た め 、 数 値 化 し

に く い 人 間 の 寿 命 や 原 子 の 崩 壊 に つ い て は 扱 う こ と が で き な い と い う

こ と 。

3 �　 科 学 の 法 則 は 霧 函 や 原 子 乾 板 な ど の 機 器 で 測 定 し て 得 た 数 値 を も と

に 作 ら れ る の で 、 機 器 で 測 定 で き な い 人 間 の 寿 命 は 法 則 化 で き な い と

い う こ と 。

4 �　 科 学 の 法 則 は 同 種 の も の の 性 質 を 平 均 し て 扱 う た め 、 集 団 全 体 に は

適 用 で き る が 集 団 の 中 に お け る 個 々 の も の に は 適 用 さ れ な い と い う こ

と 。

5 �　 科 学 の 法 則 は 常 に 厳 密 な 計 算 式 に よ っ て 打 ち た て ら れ る の で 、 基 本

的 に は 法 則 で 取 り 扱 わ れ る す べ て の 事 物 に 対 し て 有 効 で あ る と い う こ

と 。
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問 ５�　 傍 線 部 Ｄ 「 こ れ は 永 久 に 変 貌 し つ づ け 、 か つ 進 化 し て い く べ き も の で

あ ろ う 」 と は ど う い う こ と か 。 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か

ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 カ

1 �　 科 学 は 豊 か な 自 然 の 中 か ら 一 つ ひ と つ 事 実 を 発 見 し て い く 作 業 な の

で 、 新 分 野 を 開 拓 し て い く こ と で 未 知 の も の を 減 ら し 既 知 の も の を 増

や す こ と が で き る だ ろ う と い う こ と 。

2 �　 科 学 は 未 解 明 の も の を 明 ら か に す る こ と に よ っ て そ の 力 が 適 正 に 評

価 さ れ る の で 、 身 の 回 り に 未 解 明 の も の が な い か 常 に 注 意 し て 探 す べ

き だ ろ う と い う こ と 。

3 �　 科 学 は 各 時 代 の 見 方 で 自 然 界 か ら 認 識 を 抽 出 し て 対 象 と す る の で 、

自 然 の 深 さ と 科 学 の 限 界 を 知 り 新 た な 見 方 に よ り 自 然 を と ら え 直 す こ

と で 発 展 し 続 け る だ ろ う と い う こ と 。

4 �　 科 学 は ど の 時 代 で も 最 高 水 準 を 目 指 し て い る が そ の 成 果 は 常 に 更 新

さ れ る も の な の で 、 現 状 に 満 足 せ ず に 次 々 新 し い 発 見 を す る よ う に 努

め る べ き だ ろ う と い う こ と 。

5 �　 科 学 は そ の 限 界 を 知 る こ と で 発 展 す る も の な の で 、 科 学 に で き る こ

と と で き な い こ と を 理 解 す る こ と で 飛 躍 的 な 技 術 開 発 が 期 待 さ れ る だ

ろ う と い う こ と 。

問 ６�　 本 文 の 特 徴 に つ い て 説 明 し た も の と し て 適 切 で は な い も の

︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴
は ど れ か 、

次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 キ

1　 具 体 例 を 用 い て 抽 象 的 な 考 え 方 を 説 明 し て い る 。

2　 冒 頭 と 末 尾 を 対 応 さ せ た 構 成 で 全 体 の 統 一 を 図 っ て い る 。

3　 擬 古 文 的 な 文 語 体 を 使 っ て 重 厚 さ を 出 し て い る 。

4　 簡 潔 な 文 末 表 現 を 多 用 し て 断 定 的 に 述 べ て い る 。
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第 ５ 問　 次 の 小 説 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

　 明 治 二 十 一 年 の 春 。 東 京 で 写 真 館 を 営 む 小
お

川
が わ

一
か ず

眞
ま さ

の 元 に 、 宮 内 省 の 図
ず し ょ の か み

書 頭 、 九
く き
鬼 隆

り ゅ う

一
い ち

が 訪 ね て 来 た 。 宝
ほ う

物
も つ

調 査 を 行 う た め 、 記 録 の 仕 事 を 一 眞 に 頼 み た い と い う の だ 。 米

国 に 留 学 ま で し た 一 眞 だ が 、 仕 事 に 行 き 詰 ま り を 感 じ て お り 、 即 座 に 了 解 し た 。 旅 程

は 和 歌 山 や 京 都 、 奈 良 と 畿 内 を 巡 る 長 旅 で あ っ た 。 調 査 隊 を 率 い る 九 鬼 と 、 そ の 部 下

で あ る 美 術 学 校 の 岡
お か く ら
倉 覚

か く ぞ う
三 （ 岡 倉 天 心 ） 、 フ ェ ノ ロ サ 、 そ の 他 、 画 家 、 彫 刻 家 、 役 人 、

新 聞 記 者 な ど が 連 れ 立 っ た 。 以 下 は 、 高 野 山 で の 調 査 の 場 面 で あ る 。

　 米 国 人 の 帝 国 大 学 教 授 ア ー ネ ス ト ・ フ ェ ノ ロ サ は 、 日 本 の 美 術 研 究 の 第 一

人 者 で あ る ら し い 。 覚 三 と 共 に 調 査 隊 に 参 加 し て お り 、 法 隆 寺 の 秘 仏 の 扉 を

最 初 に 開 け た の も 、 フ ェ ノ ロ サ と 覚 三 で あ る と 聞 い て い た 。

　 た だ 一 眞 は 、 ど う に も こ の 異 人 （ 注 １ ） の 男 が 苦 手 で あ っ た 。

　 一 眞 は 英 語 も 堪 能 で あ り 、 米 国 に 渡 っ た 経 験 も あ る こ と か ら 、 異 人 に 対 し

て 他 の 日 本 人 よ り も 慣 れ て い る と い う 自 負 が あ る 。 差 別 を す る つ も り な ど な

い と 思 っ て い た 。 し か し そ の 一 方 で 、 我 が 国 の 宝 物 の 調 査 に お い て 、 異 人 の

手 を 借 り な け れ ば な ら な い 理 由 が 、 一 眞 に は ど う に も 腑
ふ

に 落 ち て い な い 。

「 何 だ っ て 、 貴
あ な た
方 の よ う な 異 国 か ら 来 た 人 が 、 我 が 国 の 宝 物 を 調 べ て い る の

で し ょ う 」

　 一 眞 は （　 Ⅰ　 ） 直
じ か

に 本 人 に 尋 ね て み た 。 す る と フ ェ ノ ロ サ は 軽 く 肩 を 竦
す く

め た 。

「 そ れ は 私 が こ の 国 の 美 術 を 愛 し て い る か ら で す よ 」

　 衒
て ら

い も な く （ 注 ２ ） 言 う 。

「 愛 で す か … … 」

　 異 人 は よ く そ の 言 葉 を 使 う 。 米 国 に い た 時 に も 「 Ｌ Ｏ Ｖ Ｅ 」 の 使 い 方 に つ

い て 一 眞 は 凡
お よ

そ 理 解 に 苦 し む こ と も 多 か っ た 。
Ａ
明

あ

け 透
す

け に 、 外 側 か ら 降 り

注 い で く る 熱 の よ う な そ の 言 葉 の 意 味 が 、 今 一 つ 分 か ら な い の だ 。

　 高 野 山 で の 調 査 は 五 日 間 に 及 ん だ 。 終 わ り に 近 づ い た 時 の こ と 。 一 眞 は 一

体 の 不 動 尊 像 （ 注 ３ ） を 前 に カ メ ラ を 構 え た 。 暫
し ば ら
く （　 Ⅱ　 ） 見 て い た の だ が 、

像 に 向 き 合 っ た 時 に （　 Ⅲ　 ） 睨
に ら

ま れ て い る よ う な 力 を 感 じ る 。 フ ァ イ ン ダ ー
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の 向 こ う に 焰
ほ む ら
が 立 つ よ う な 感 覚 だ 。 生 き て い る も の を 撮 っ て い る わ け で は な

い 。 動 く わ け も な い 「 物 」 に 対
た い

峙
じ

し て い る は ず な の に 、 シ ャ ッ タ ー を 切 る タ

イ ミ ン グ が 摑
つ か

め な い 。

「 ど う 撮 り ま す か 」

　 い つ も の よ う に 一 眞 の 背 後 に 立 っ た フ ェ ノ ロ サ が （　 Ⅳ　 ） そ う 問 い か け

た 。

　 こ の 異 人 は カ メ ラ を 知 ら な い の か と 思 っ た 。 こ れ ま で 散 々 、 人 の 仕 事 を 覗
の ぞ

き 込 む よ う に 見 て い た の は そ の せ い で あ っ た か と 得
と く

心
し ん

も し た 。

「 ガ ラ ス 乾 板 を 取
と り

枠
わ く

に 仕 込 ん だ ら 、 暗
あ ん

箱
ば こ

に 入 れ 、 像 を 結 ん だ と こ ろ で シ ャ ッ

タ ー を 切 る ん で す 」

　 一 眞 は 手 際 よ く 取 枠 を 仕 込 み な が ら 、 仕 組 み を 解 説 し よ う と す る 。 す る と

﹁ Ｎ Ｏ 」 と 一 眞 の 説 明 を 遮 っ た 。

「 そ う で は な い の で す 。 貴 方 は こ れ を ど の よ う に 写 真 に 収 め る つ も り な の か 、

聞 き た い の で す 」

　 一 眞 は 怪
け

訝
げ ん

な 顔 で フ ェ ノ ロ サ を 見 た 。 フ ェ ノ ロ サ は 一 眞 に 己 の 意 図 が 通 じ

て い な い と 分 か っ た の か 、 う う ん 、 と 唸
う な

り な が ら 言 葉 を 探 す 。

「 貴 方 の Ｉ Ｄ Ｅ Ａ が 知 り た い 」

「 Ｉ Ｄ Ｅ Ａ 」

　 一 般 に は 「 考 え 」 「 着 想 」 と い っ た 意 味 で あ ろ う と 思 っ て い た の だ が 、 ど

う も フ ェ ノ ロ サ の 語 り 口 は そ の 意 味 で は な い 。 岡 倉 覚 三 に 尋 ね る と 、 あ あ 、

と 得 心 し た よ う に 頷
う な ず
く 。

「 彼 が 言 う Ｉ Ｄ Ｅ Ａ は も う 少 し 違 う 。 私 は 妙
み ょ う

想
そ う

と 訳 す の が よ か ろ う と 思 っ

て い る 」

　 覚 三 は 字 を 記 し て 見 せ た 。 覚 三 の 訳 に よ っ て 、 よ り 一 層 、 分 か ら な く な っ

た 。 ど う に も 一 眞 に と っ て は 言 語 化 し て 捉 え る に は 難 し い 概 念 ら し く 、 フ ェ

ノ ロ サ が 一 眞 の 「 妙 想 」 と や ら を 知 り た い と 言 っ た と て 、 写 真 は 写 真 と し か

言 い よ う が な い 。

「 貴 方 は 美 術 は 好 き で す か 」

　 フ ェ ノ ロ サ に 問 わ れ 、 一 眞 は 、
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「 無 論 」

　 と 答 え た 。 ボ ス ト ン に い る 時 に は 、 友 人 た ち に 誘 わ れ て ボ ス ト ン 美 術 館 に

度 々 足 を 運 ん だ 。 古 今 東 西 の 絵 画 や 彫 刻 に 触 れ 、 大 い に 識 見 を 広 め た と 思 っ

て い る 。

「 写 真 も 美 術 な の で す 」

　 フ ェ ノ ロ サ は 言 う 。

　 い や 、 そ れ は 違 う だ ろ う … … と 、 一 眞 は 思 う 。

　 写 真 は 技 術 の 集 積 で あ り 、 実 験 の 賜
た ま

物
も の

で あ っ た 。 正 確 に 記 録 を し 、 は っ

き り と し た 色 で 現 像 （ 注 ４ ） す る 。 そ の た め に 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し て き た 。

　 名 勝 （ 注 ５ ） を 写 真 に 収 め る こ と も あ る が 、 あ り の ま ま を 写 し 出 す こ と に

意 味 が あ る 。 肖 像 と て も 、 そ の 姿 を 描 く よ り も 正 確 に 、 真 影 を 写 す こ と が 大

切 な の だ と 思 う 。 そ れ に は 写 真 師 の 技 術 が 大 切 で あ る が 、 主 観 は い ら な い し 、

ま し て や 「 Ｉ Ｄ Ｅ Ａ 」 は 要 ら な い 。

　 一 眞 は フ ェ ノ ロ サ の 言 葉 を 軽 く い な し て 、 改 め て 不 動 尊 像 に 向 か っ て カ メ

ラ を 構 え る 。 し か し フ ェ ノ ロ サ は 、 一 眞 の 後 ろ に 立 ち 、 尚
な お

も 言 葉 を 紡 い だ 。

「 こ の 宝 物 調 査 に お い て 大 切 な の は 、 目 の 前 の 絵 や 建 物 や 仏 像 が 、 こ の 国 の

宝 で あ る と 知 ら し め る こ と で す 。 私 た ち も 勿
も ち

論
ろ ん

、 言 葉 を 尽 く し ま す 。 ま た 、

記 者 の 方 々 も 画 家 の 方 々 も こ れ ら が 美 し く 貴 重 で あ る こ と を 伝 え ま す 。 同 じ

よ う に 貴 方 も 、 こ れ ら に 対 す る 思 い を 写 し て 欲 し い 。 大 き さ は 測 り ま す か ら

問 題 あ り ま せ ん 。 も ち ろ ん 、 記 録 も 大 切 で す 。 し か し そ れ 以 上 に 貴 方 に と っ

て の 宝 物 を 伝 え る た め に 撮 っ て 欲 し い 」

　
Ｂ
一 眞 は い ら 立 ち を 覚 え て 眉 を 寄 せ る 。

「 私 は 一 流 の 技 術 者 で あ る が 、 画 家 で も な け れ ば 彫 刻 家 で も な い 。 何 を も っ

て 美 術 と 呼 ぶ ん だ 」

　 す る と 、 フ ェ ノ ロ サ は 首 を 傾
か し

げ た 。

「 な ら ば 何 故 、 境 内 の 片 隅 に 打 ち 捨 て ら れ た 仏 像 ま で 、 写 真 に 収 め て い た の

で す か 。 そ れ も 、 と り わ け 丁 寧 に 」

　 寺 を 巡 っ て い る と 、 あ ち こ ち に 壊 れ た 仏 像 が あ っ た 。 腕 が 捥
も

が れ 、 時 に は

頭 が 落 ち 、 砕 か れ た 木 片 に な っ て い る も の も あ る 。 同 行 し て い た 彫 刻 家 の
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加
か

納
の う

鉄
て っ

哉
さ い

は 、 そ の 有
あ り

様
さ ま

を 見 て さ め ざ め と 泣 い て い た 。 新 政 府 が 立 つ 御 一 新

（ 注 ６ ） 以 前 に は 仏 師 を し て い た と い う 加 納 に し て み れ ば 、 身 を 捥 が れ る 思 い

で あ ろ う 。 一 眞 も 素 通 り で き ず に 、 カ メ ラ を 構 え て い た の を フ ェ ノ ロ サ に 見

ら れ て い た の だ 。

「 貴 方 は 撮 る こ と で 、 何 か を 伝 え た い と 思 っ た の で は あ り ま せ ん か 」

　 伝 え た い と い う ほ ど の も の で は な い 。

　 こ れ ま で の 一 眞 で あ れ ば 、 打 ち 捨 て ら れ た 仏 像 は 、 新 時 代 に そ ぐ わ な い も

の で あ っ た か ら だ と 無 視 し て き た か も し れ な い 。 し か し ふ と 、 こ れ ら の 仏 像

の 残 骸 は 、 新 し い 時 代 の 中 で 光 を 追 い 求 め 続 け て 来 た 一 眞 に と っ て 、 振 り 返

る こ と の な か っ た 「 影 」 な の か も し れ な い と 思 っ た の だ 。

　 フ ェ ノ ロ サ は 口 を 噤
つ ぐ

む 一 眞 に 向 か っ て 言 い 募 る 。

「 貴 方 は 、 胸 の 内 に あ る も の を 、 写 真 と い う 形 で 表 す こ と が で き る 。 こ こ に

あ る 物 の 真 の 価 値 を 、 今 の 政 府 や 海 外 に ま で 伝 え る こ と が で き る 。 そ れ が 、

宝 を 守 る こ と に 繫
つ な

が る の で す 。
Ｃ
貴 方 の 心 に あ る Ｉ Ｄ Ｅ Ａ を 見 せ て 下 さ い 」

　 高 野 山 で の 調 査 を 終 え 、 一 行 は 次 の 調 査 地 へ と 向 か う 。 そ の 道 中 、 一 眞 は

フ ェ ノ ロ サ の 言 葉 に 苛
い ら

立
だ

ち と 反 発 を 覚 え て い た 。 し か し 、 旅 を 続 け て 二 月 が

経
た

ち 、 奈 良 へ 入 る 頃 に な る と 、 少 し ず つ 意 識 が 変 わ り 始 め て い た 。

「 或
あ る

い は 、 あ の 男 の 言 う Ｉ Ｄ Ｅ Ａ が 、 俺 の 写 真 に 欠 け て い た 何 か な の だ ろ う

か 」

　 自 信 の あ っ た 作 品 が 銀
ぎ ん

牌
ぱ い

（ 注 ７ ） に 終 わ っ た 理 由 。 そ し て 今 、 行 き 詰 ま り

を 感 じ て い る 理 由 。

「 ど う せ な ら 、 や っ て み よ う 」

　 一 眞 は 意 を 決 し て 、 一 行 と 共 に 訪 れ た 興 福 寺 で カ メ ラ を 構 え た 。

　 そ こ に あ っ た の は 「 無
む

著
じ ゃ く
像 」 で あ る 。 い か な る 物 語 を 持 つ 像 な の か 知 ら な

い が 、 物 と し て 「 在 る 」 の で は な く 、 静 か に 佇
た た ず
ん で い る よ う に 見 え た の だ 。

「 ど う 撮 る か 」

　 一 眞 は 自 ら そ う 問 い か け た 。

　 無 著 と い う の が 、 法
ほ っ

相
そ う

宗
し ゅ う

（ 注 ８ ） の 源 で あ る イ ン ド の 祖 師 で あ り 、 こ れ を 彫 っ

た の が 鎌 倉 時 代 の 仏 師 、 運 慶 で あ る と い う 話 を 聞 い た が 、 一 眞 に と っ て は そ
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の 解 説 よ り も 目 の 前 の 佇 ま い が あ ま り に も 雄 弁 に 思 わ れ た 。

　 時 代 を 越 え て き て い る の だ 。 素 直 に そ う 思 え た 。

　 そ し て そ の 越 え る 力 は 何 な の か を 考 え た 時 、 或 い は 作 り 手 で あ る 仏 師 の 「 Ｉ

Ｄ Ｅ Ａ 」 な の か も し れ な い と 思 え た 。 た だ 人 型 を な ぞ っ た の で は な い 。 そ こ

に 込 め ら れ た も の に 、 一 眞 は 心 を 動 か さ れ た の だ 。

　 一 眞 は 無 著 像 に 肉
に く

薄
は く

し た 。 像 全 体 で は な く 、 ぐ っ と カ メ ラ を 近 づ け て 斜 め

か ら 撮 る 。 す る と 像 に 当 た る 光 の 角 度 は 変 わ り 、 表 情 を 象
か た ど
る 陰 影 が 変 わ る 。

静 か な 眼
ま な

差
ざ

し の 先 に 何 が あ る の か を 語 り 掛 け る よ う な 顔 立 ち に 見 え る の だ 。

　 一 眞 は 「 今 だ 」 と 思 っ た 瞬 間 に シ ャ ッ タ ー を 切 っ た 。

　 珍 し く 黙 っ て 見 て い た フ ェ ノ ロ サ は 、 写 真 の 出 来 上 が り も 見 て い な い の に 、

「
Ｄ

良 い も の が 撮 れ ま し た ね 」

　 と 言 う 。 一 眞 は 素 直 に 頷 け ず 、

「 さ あ 、 ど う で し ょ う な 」

　 と 答 え た 。 現 像 し て み な け れ ば 、 写 真 の 良 し 悪 し な ど 分 か る は ず も な い 。

そ う 言 い た か っ た の は 、 フ ェ ノ ロ サ に 対 す る 対 抗 心 に 似 た 思 い か ら で あ っ た

ろ う 。

　 し か し 、 そ れ か ら と い う も の 、 旅 の 道 中 で 出 会 う 像 の 一 つ 一 つ に 向 き 合 う

こ と が 面 白 く な っ て き た 。

　 米 国 に 渡 り 、 新 し い 技 術 を 学 ん だ 時 、 日
に っ

蝕
し ょ く

の 撮 影 を し た 時 、 光 を 目 指 し

て 走 っ て 来 た 。 し か し 今 回 は 少 し 違 う 。 分 か り や す く 煌
こ う こ う々

と し た 光 が 見 え て

い る わ け で は な い 。 辺 り の 光 を 吸 い 込 ん で い く 煤
す す

け た 木 像 の 中 に 潜 む 、 小 さ

な 光 を 覗 き 込 む 作 業 だ 。 し か し 、 影 を 深 く 刻 む 像 を 象 る 光 を 見 出 し 、 そ れ を

写 し た 瞬 間 に 、 言 い 知 れ ぬ 高
こ う

揚
よ う

を 覚 え 始 め て い た 。
（ 永
な が

井
い

紗
さ や こ
耶 子 『 秘 仏 の 扉 』 に よ る ）

注 １　 異 人� … 外 国 人 の こ と 。 差 別 的 な 意 味 合 い の 含 ま れ る 場 合 が あ る が 、 明 治 期 で は 使

わ れ る こ と が あ っ た 。

注 ２　 衒 い も な く … こ こ で は 「 恥 ず か し が る 様 子 も な く 」 の 意 。
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注 ３　 不 動� 尊 像 … 密 教 の 不 動 明 王 を 表 す 彫 像 。 炎 を 後 ろ に 背 負 い 、 右 手 に 剣 、 左 手 に 縄

を 持 ち 、 怒 り の 形 相 を し て い る 。

注 ４　 現 像 … 撮 影 し た フ ィ ル ム を 薬 品 で 処 理 し 、 映 像 を あ ら わ し 出 す こ と 。

注 ５　 名 勝 … 景 色 の 優 れ た 地 の こ と 。

注 ６　 御 一 新 … 明 治 維 新 の こ と 。

注 ７　 銀 牌 … 以 前 出 品 し た 作 品 が 一 等 で は な く 、 二 等 の 受 賞 で あ っ た こ と 。

注 ８　 法 相� 宗 … 興 福 寺 ・ 薬 師 寺 を 中 心 と し た 奈 良 仏 教 の 一 宗 派 。

問 １�　 空 欄 （  Ⅰ  ） ～ （  Ⅳ  ） に 入 る 語 句 の 組 み 合 わ せ と し て 最 も 適 切 な も

の を 、 次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ア

1　 Ⅰ　 ふ と　　　 Ⅱ　 じ っ と　　 Ⅲ　 ぐ っ と　　 Ⅳ　 不 意 に

2　 Ⅰ　 き っ と　　 Ⅱ　 は っ と　　 Ⅲ　 突 然　　　 Ⅳ　 ふ と

3　 Ⅰ　 何 げ な く　 Ⅱ　 き っ と　　 Ⅲ　 不 意 に　　 Ⅳ　 じ っ と

4　 Ⅰ　 そ っ と　　 Ⅱ　 ず っ と　　 Ⅲ　 じ ろ っ と　 Ⅳ　 気 軽 に

問 ２�　 傍 線 部 Ａ 「 明 け 透 け に 、 外 側 か ら 降 り 注 い で く る 熱 の よ う な そ の 言 葉 」

の 説 明 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。

解 答 欄 は 、 イ

1　 能 天 気 に 深 く 考 え る 様 子 も な く 、 畳 み か け ら れ る 言 葉 の こ と 。

2　 露 骨 に 遠 慮 な く 、 相 手 か ら 一 方 的 に 思 い を 伝 え ら れ る 言 葉 の こ と 。

3　 無 理 に 明 る く 振 る 舞 っ た 様 子 で 、 相 手 か ら 言 わ れ る 言 葉 の こ と 。

4 �　 周 囲 に み せ び ら か す よ う に 、 情 熱 的 に 訴 え か け ら れ る 言 葉 の こ と 。
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問 ３�　 傍 線 部 Ｂ 「 一 眞 は い ら 立 ち を 覚 え て 眉 を 寄 せ る 」 と あ る が 、 ど う し て

か 。 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。

解 答 欄 は 、 ウ

1 �　 一 眞 に と っ て 写 真 を 撮 る こ と は 自 分 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ で あ る の

に 、 フ ェ ノ ロ サ は そ ん な こ と は 無 視 し て 自 分 が や り た い よ う に 宝 物 調

査 の 方 針 を 押 し 付 け て く る か ら 。

2 �　 一 眞 は 米 国 で 学 ん だ だ け あ っ て 自 分 の 撮 る 写 真 は 一 流 だ と 自 負 し て

い た の に 、 フ ェ ノ ロ サ は 写 真 は 記 録 が 大 切 だ と 言 い 張 り 一 眞 の 思 い を

全 く 理 解 し よ う と し な い か ら 。

3 �　 一 眞 は 写 真 と は い か に 被 写 体 を 正 確 に 写 し 出 す か が 大 事 で あ る と 考

え て い る の に 、 フ ェ ノ ロ サ は 被 写 体 に 対 す る 思 い を 映 す よ う に と 言 い

続 け て く る か ら 。

4 �　 一 眞 は 留 学 ま で し て 技 術 を 磨 い た プ ロ の 写 真 家 な の に 、 写 真 の こ と

が ま る で わ か っ て い そ う も な い フ ェ ノ ロ サ に 技 術 な ど は 関 係 な い と 言

い 切 ら れ た か ら 。

問 ４�　 傍 線 部 Ｃ 「 貴 方 の 心 に あ る Ｉ Ｄ Ｅ Ａ 」 と は ど う い う も の の こ と か 。 最

も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 エ

1 �　 被 写 体 に 没 入 し 向 か い 合 っ て 対 話 を し た 結 果 、 心 に 感 じ 取 っ て つ か

ん だ も の の こ と 。

2 �　 細 か い 所 ま で じ っ く り と 観 察 し 、 被 写 体 に 込 め ら れ た 作 り 手 の 思 い

を 想 像 し た も の の こ と 。

3 �　 被 写 体 の 作 ら れ た 背 景 や 作 り 手 の こ と を 理 解 し 、 そ こ に 込 め ら れ た

意 図 を 盗 み 取 っ た も の の こ と 。

4 �　 写 真 家 と し て の 矜
き ょ う
持
じ

に よ り 、 画 家 や 彫 刻 家 と 同 じ く 被 写 体 を 撮 り た

い よ う に 表 現 し た も の の こ と 。
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問 ５�　 傍 線 部 Ｄ 「 『 良 い も の が 撮 れ ま し た ね 』 と 言 う 」 と あ る が 、 フ ェ ノ ロ

サ が そ う 言 っ た の は ど う し て か 。 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 4 の

中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 オ

1 �　 一 眞 が 写 真 の 出 来 映 え に 対 し て 不 安 そ う だ っ た の で 、 良 い も の が 撮

れ た と 褒 め て 自 信 を つ け さ せ た か っ た か ら 。

2 �　 自 分 は 助 言 せ ず 黙 っ て い た の で 、 一 眞 が 迷 い を 捨 て て 被 写 体 に 対 峙

し て 撮 ろ う と 決 意 し た と 感 じ ら れ た か ら 。

3 �　 写 真 の 仕 上 が り を 見 て み な い と わ か ら な い が 、 一 眞 の 満 足 そ う な 笑

顔 を 見 て 良 い も の が 撮 れ た と わ か っ た か ら 。

4 �　 一 眞 が 仏 像 に 込 め ら れ た も の を 自 分 で 感 じ 取 り 、 そ れ を つ か ん で 写

真 を 撮 っ た と 見 て 取 っ た か ら 。

問 ６�　 今 回 の 宝 物 調 査 の 旅 に お い て 、 一 眞 の 内 面 は ど の よ う に 変 わ っ た と 言

え る か 。 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。

解 答 欄 は 、 カ

1 �　 米 国 で 学 ん だ 撮 影 技 術 に 全 く 疑 い を 持 っ て い な か っ た が 、 被 写 体 に

肉 薄 す る と い う 独 自 の 新 し い 撮 影 技 術 を 手 に 入 れ る 可 能 性 を 実 感 で き

た 。

2 �　 い か に 忠 実 に 被 写 体 を 写 し 取 る か が 写 真 を 撮 る 際 に は 大 事 で あ る と

考 え て い た が 、 自 身 の 心 の 赴 く ま ま に 撮 れ ば い い の だ と い う 確 信 を 得

た 。

3 �　 新 時 代 の 中 で 明 る い 光 を 追 い 求 め 続 け て き た が 、 被 写 体 に 潜 む 振 り

返 り も し な か っ た 小 さ な 光 を 見 出 す こ と に 喜 び を 感 じ る よ う に な っ

た 。

4 �　 一 等 が 取 れ な か っ た の は 試 行 錯 誤 が 足 り な い か ら だ と 思 っ て い た

が 、 被 写 体 が 背 負 っ て い る 歴 史 を 見 出 す こ と が ま ず 大 切 な の だ と 悟 っ

た 。
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問 ７�　 こ の 小 説 に お け る 文 章 表 現 の 特 徴 と し て 、 適 切 で は な い も の

︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴
を 次 の

1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 キ

1 �　 フ ェ ノ ロ サ と 一 眞 の 会 話 に よ り 物 語 が 進 行 す る こ と で 、 軽 快 で 明 る

い 雰 囲 気 が 生 ま れ て い る 。

2 �　 「 Ｌ Ｏ Ｖ Ｅ 」 「 Ｉ Ｄ Ｅ Ａ 」 な ど の ア ル フ ァ ベ ッ ト 表 記 を 使 う こ と で 、

単 純 に は 訳 せ な い 、 広 が り の あ る 意 味 が 生 ま れ て い る 。

3 �　 「 光 」 「 影 」 な ど の 隠 喩 に よ り 、 写 真 家 と し て 一 眞 が 追 い 求 め よ う と

し て い る も の の イ メ ー ジ を 喚 起 す る 効 果 を あ げ て い る 。

4 �　 「 焰 が 立 つ よ う な 」 な ど の 直 喩 を 用 い る こ と で 、 一 眞 の 感 じ 取 っ た

も の の 様 子 が わ か り や す く な っ て い る 。

5 �　 一 眞 寄 り の 視 点 か ら 登 場 人 物 の 言 動 や 思 い を 描 く こ と で 、 読 者 が そ

の 状 況 を 味 わ う こ と が で き 同 化 し や す く な っ て い る 。

〔 基 礎 教 養 テ ス ト の 問 題 は 以 上 で す 。 〕


